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審査要旨
本論文はミュージカルにおける歌の機能と劇的意義について、「統合(integration)」の理念の批判的な
検証を基点に考察したものである。主に劇中劇形式を備える作品を分析の対象にしており、ミュージ
カルにおける台詞と歌の差異や不一致をどのように捉えることができるのか、統合と分断を越えてど
のようにミュージカルにおける歌を位置付けることができるのかについて論じている。
本論文においては、ミュージカルに対し「なぜ歌うのか」という問いを設定した。これにより、台
詞劇に歌が付け加えられた不自然な劇という視線を乗り越え、ミュージカルをミュージカルというジ
ャンルそのものとして捉え、その特性、ミュージカルにおける歌の機能と劇的意義について考察する
ことが可能となった。従来、ミュージカルに対する「なぜ歌うのか」という問いには統合という観点
から回答が与えられてきた。すなわち、1940 年代に主流となる、ミュージカルは歌、ダンス、物語が
ひとつに統合された音楽劇であり、歌は物語や人物の心理を説明するという解釈である。本論文では、
統合が基本的にプロットを中心としたものであること、リアリズムへの指向と意味内容への統合とい
う二つの原則があることを指摘した。また、1980 年代のメガ・ミュージカルの登場によって、統合の
理念が大きな転換を迎えたことを確認した。ほぼ全編を歌うという特徴をもつメガ・ミュージカルで
は、台詞と歌の間に不可避に存在する差異やギャップが消去され、結果的に歌の劇的な意義が失われ
るという事態を招く。よってミュージカル研究は、統合を自明視する視点からミュージカルに内在す
る差異に着目する視点へと大きく転換しようとしており、「なぜ歌うのか」という問いは現在のミュー
ジカル研究の大きな課題となっているのである。この課題に対し本論文では、劇中劇、そしてメタシ
アターの概念を参照することで回答を示した。統合の理念が継ぎ目のない総体としての作品を想定す
るとき、劇中劇は作品を多層化し、自然さや作品世界の統合に亀裂を入れるべく機能する。本論文で
は、劇中劇やメタシアトリカルな作品における裂け目について分析し、この考察をミュージカルに内
在する差異やギャップの分析に接続することで、ミュージカルにおける歌の劇的意義を明らかにした。
本論文は 2 部 6 章構成である。
第 1 部第 1 章「娯楽性と対峙するとき――Lady in the Dark の演目曲」では 1941 年のミュージカル『闇
の女』について分析を行い、演目曲と指摘される同作品の歌と音楽が劇において担う機能について論
じている。同章の考察からは、娯楽的・逃避的な楽曲の多いミュージカルという従来の理解とは異な
り、『闇の女』では娯楽性すら利用することで歌は主人公を脅かす機能を担うという音楽の在り方が明
らかとなった。
第 1 部第 2 章「歌を拒絶するとき――Allegro の『引き裂かれた瞬間』」では、統合されたミュージ
カルの時代 1947 年に初演された『アレグロ』について分析を行い、同作の歌わない主人公について論
じている。同章の考察からは、ミュージカルにおいて歌は物語に従属するだけでなく、一定の機能を
担い物語や人物に働きかけ得ること、歌わないという行為もまたミュージカルにおいて重要な劇的意
義を担うことが明らかとなった。
第 1 部第 3 章「統合が対象化されるとき――Cabaret における歌の機能の前景化」では 1966 年に初
演された『キャバレー』について分析を行い、ミュージカルにおける歌の娯楽性、歌の機能のネガテ
ィブな機能について論じている。同章の考察からは、ミュージカル・ナンバーは、作品において何が
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承認され何が却下されるのか、何が受容され何が排除されるのかを厳しく峻別するというダイナミッ
クな機能を担い得ることが明らかとなった。
第 2 部第 4 章「歌の劇的意義をめぐる転換――The Mystery of Edwin Drood のメタシアター」では 1985
年に初演された『エドウィン・ドルードの謎』について考察を行っている。従来のミュージカルが想
定する歌の根拠を『ドルード』は投票という手続きによって不可能とし、物語に奉仕するのではなく
歌があって初めて成立する物語を描く。本章の考察から、物語に対して一定の機能を果たすのではな
く、劇の存立基盤としての歌というミュージカルにおける歌の劇的意義が明らかとなった。
第 2 部第 5 章「分断を越えて――Hedwig and the Angry Inch の歌と語られる物語」では 1998 年に上
演された『ヘドウィグ・アンド・ジ・アングリー・インチ』の作品分析を行った。そして、歌と物語
の一方が他方に奉仕するというあり方が放棄され、歌うという行為が劇の結末を導き出すことが明ら
かとなった。
第 2 部第 6 章「『これはミュージカルだから』――The Musical of Musicals (The Musical!)のパロディと
ミュージカルの自意識」では、2004 年に初演された『ザ・ミュージカル・オブ・ミュージカルズ（ザ・
ミュージカル！）』について論じている。本章の考察からは、同作がミュージカルにおける慣習とミュ
ージカルにおける歌の根拠の限界点を自己言及的に示す劇であることが明らかとなった。
2014 年 3 月 24 日に開催された公開審査会では、「ミュージカルではなぜ歌うのか」という明快な問
題意識のもと、劇中劇形式に焦点を当てた考察の独創性、先行研究の広範かつ緻密な検証と 2 部構成
を裏打ちする的確な歴史認識、テキスト分析の説得力等が審査員全員によって高く評価された。とり
わけ、劇中劇形式に着目し、演劇学上非常に重要でありながらミュージカル研究では軽視されてきた
メタシアターの概念を用いて論じた点と、歌の劇的意義を追求することで既存のミュージカル理解の
枠組みを乗り越えようとする分析の革新性は、国内外のミュージカル研究に大きく寄与しうるものと
して非常に高い評価を得た。その一方で本論文の問題点として、以下の諸点が必ずしも充分でないこ
とが指摘された。ミュージカルにおける歌のあり方の転換点に対する美学的な考察に対して政治的背
景や文化的なコンテクストへの接続が不足している点、テキスト分析というアプローチのために音楽
に関する記述が不十分になりがちな点などである。しかしながら、これらの欠点は本論文の価値を損
なうものではなく、ミュージカルにおける歌の特性をメタシアトリカルな劇的意義に見出した本論文
の功績はきわめて大きい。よって審査委員会では、本論文を、博士（文学）の学位を授与するに相応
しいものと判断する。
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